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体育は好きですか。 23 6 
゜運動は得意ですか。 1 5 1 1 3 
走るのは好きですか。 20 ， 
゜ボー）囚腹りは好きですか。 2 1 5 3 






























































体を動かすことは好きですか。 23 6 
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図19 ピンク色のカードy-. --:
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図20 ピンク色のカード
ただ，全体に広げてもその動きが全員に当てはまる
かというとそうではない。力が強い子は力で押そうと
する。どうすれば，自分ば踏ん張りながら相手のバラ
ンスをくずすことができるのかについて話し合えれば，
“自分の体をくずさないように保つ感じ”というもの
にクラス全体で気づけたと思う。
しかし， 3色のカードに言葉で表しておくことによ
り，見本を見たり話し合ったりするときに，動きのポ
イントについて話し合う点が明確になったのは事実で
ある。
4. 2. 初めのアンケートと体育作文について
ピンク色のカード 黄色のカード 初めのアンケートをとることにより，一人一人の思
ぶたいに歩いてとぷのはも じゅんくんのとび方の動き いを知り，場や用具の設定をすることができた。とく
うすこしでとべそう。 を見て，高くとんだらいいと に跳び箱運動では，どのようなことにおもしろさや不
いうことが見て分かった。
（ななめへとぶ）
表8 カードのつながり
安を感じているのかを知ることができ，子どもの思い
に寄り添った単元計画をたてることができた。体つく
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り運動では，アンケートをとることで，‘‘次はどんな体
育をするんだろう？”“力を比べられるの？”と単元に
ついての興味づけにもなっt~
体育作文については，単元の中と終わりだけではな
く，ほぼ毎回書かせた。どんなことが上手くいったの
か，どんなことが分かったのか， どんなことが海しか
ったのか等 一人一人の思いをより詳しく読み取るこ
とができた（図21, 2 2)。
図21 
5 成果と課題
子どもたちは， 3色のカードの意味を理解し，体育
の学習に取り組むことができた。「～すると， ．．． が
できた」ということを書くことで， どんな動きに気を
つければいいのかを一人一人が理解しながら学習を進
めることができていた。また「00さんは上手だ」「△
△くんは強いからやってみてね」等から，“次は00さ
んに聞いてみよう”“次は△△くんと対戦したいな”と
かかわる手立てとなった3 これらから子どもたち一人
一人に「運動を楽しむ力」がついたと思われる。それ
と同時に子どものみとりをしっかりと行えたことで，
毎回の子どもへの支援や言葉がけに役立った3
3色のカードの掲示については課題が残った。跳び
箱運動では，中心から広がっていくように掲示し，子
どもたちの気づきや運動の楽しさが感じられるように
した（図 23)。し力北様々な技があるので，それぞれ
のコツやポイントで分別した方が分かりやすかった。
体つくり運動では，バランスとパワーに分けて，また，
動きと場の工夫に分けて掲示したのだが，子どもたち
にとって分かりやすかったかというと疑問の残るとこ
ろである（図 24)。例えば，“タイミング”“空間”“カ
の加減’等に分けて掲示する方法があった。これに気
をつけることができれば，さらに運動の特性に迫った
話し合いができていたのではないかと考えている。気
づきや感想を共有し，子どもたちがそれを基に学習を
進めていけるように，カードの工夫や掲示方法につい
て今後も探っていきたい。
図24 体つくり運動での3色のカード （中）
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